




Efforts aimed at improvement in practical skills of childcare
in a training stage（3）
- From the status on young children’s activities in the practice





















































少期の運動経験の持ち越しに関する研究」,山梨大学教育人間科学部紀要 ,13,67-74 を参照 .
3杉原は運動能力を向上させようとして行われる指導の方法が適切でないため発達を阻害していると指摘してい
る . 具体的には大人のやっている運動を小型化して易しくして教えることで良いと考えてしまっていると点







































する実践実習の実施−」青森中央短期大学研究紀要第 29号 ,27-34を参照 .
6 時本英知・工藤朗詠（2017）「養成段階における保育実践力の向上を目指した取り組み（2）−幼児に対するサッ
















































統から構成することとした。各活動はおおよそ 10分を目安とし休憩等を含めて 50 分間の計画を立てる
ようにした。各回の活動の内容、流れ、結果は次の通りである。 
 




いるため、活動時間が非常に短くなっており総活動時間が 11 分 39 秒という状況であった。また、動き
づくり系の「トンネルリレー」は一人一人の待ち時間が長く動きが少ないため、平均％HR max は 61％と




立つ 座る 寝ころぶ 起きる 回る 転がる 
渡る ぶら下がる     
体を移動する動き 
歩く 走る はねる 跳ぶ 登る 下りる 
這う よける すべる    
用具などを操作する動き 
持つ 運ぶ 投げる 捕る 転がす 蹴る 




















時間数が 22 分 36 秒と 9月の活動時間の 2 倍という結果であった。平均％HR max を見ると「おばけ鬼①」
を除いて 80％以上と比較的活動強度が高い活動であったといえる。なお、「ボール渡しゲー 
表 3.指導実践の流れ（9 月） 
時間 内容 時間 内容 
10:42 ・始めの挨拶 11:13 ・ビブス配布、活動説明（ボールを守れ）
10:43 ・チーム分け、ビブス配布 11:17 ・ボールを守れ①
10:47 ・活動説明（トンネルリレー） 11:18 ・集合、結果発表
10:53 ・トンネルリレー① 11:20 ・ボールを守れ②
10:58 ・結果発表、水分補給 11:21 ・集合、結果発表、水分補給
11:00 ・活動説明（またくぐり鬼） 11:25 ・活動説明（ボールいっぱいゲーム）
11:04 ・またくぐり鬼① 11:28 ・ボールいっぱいゲーム①
11:05 ・集合、鬼の交代 11:30 ・集合、水分補給
11:08 ・またくぐり鬼② 11:35 ・最後の挨拶
11:10 ・集合、休憩、水分補給
表 4.指導実践の結果（9 月） 
活動名 活動時間 活動内で見られた主な基本的な動きの内容 心拍 測定人数 
平均％HR 
max（％）
1 トンネルリレー① 00:03:33 立つ、寝転ぶ、這う 11 61 
2 またくぐり鬼① 00:01:39 立つ、寝ころぶ、歩く、走る、這う、よける 11 83 
3 またくぐり鬼② 00:02:02 立つ、寝ころぶ、歩く、走る、這う、よける 11 83 
4 ボールを守れ① 00:01:16 走る、持つ、運ぶ、引く 11 77 
5 ボールを守れ② 00:01:14 走る、持つ、運ぶ、引く 11 78 
6 ボールいっぱいゲーム① 00:01:35 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 77 
合計 00:11:19 10 項目 
表 2.指導実践の概要（9 月） 
実施日時 9 月 21 日（木） 10:40〜11：30（50 分） 
実施場所 X 短期大学 体育館 
参加人数 
学生数 2 年生：2 名 1 年生：3 名 合計：5 名 
園児数 男児：12 名 女児：14 名 合計：26 名 
指導計画内容 
活動系統 動きづくり系 鬼ごっこ系 ボールフィーリング系 ゲーム系 
予定時間 10 分 10 分 10 分 10 分 

































2.10 月の指導実践について(表 5,表 6,表 7) 






時間数が 22 分 36 秒と 9月の活動時間の 2 倍という結果であった。平均％HR max を見ると「おばけ鬼①」
を除いて 80％以上と比較的活動強度が高い活動であったといえる。なお、「ボール渡しゲー 
3. 流れ  
時間 内容 時間 内容 
10:42 ・始めの挨拶 11:13 ・ビブス配布、活動説明（ボールを守れ）
10:43 ・チーム分け、ビブス配布 11:17 ・ボールを守れ①
10:47 ・活動説明（トンネルリレー） 11:18 ・集合、結果発表
10:53 ・トンネルリレー① 11:20 ・ボールを守れ②
10:58 ・結果発表、水分補給 11:21 ・集合、結果発表、水分補給
11:00 ・活動説明（またくぐり鬼） 11:25 ・活動説明（ボールいっぱいゲーム）
11:04 ・またくぐり鬼① 11:28 ・ボールいっぱいゲーム①
11:05 ・集合、鬼の交代 11:30 ・集合、水分補給
11:08 ・またくぐり鬼② 11:35 ・最後の挨拶
11:10 ・集合、休憩、水分補給
表 4.指導実践の結果（9 月） 
活動名 活動時間 活動内で見られた主な基本的な動きの内容 心拍 測定人数 
平均％HR 
max（％）
1 トンネルリレー① 00:03:33 立つ、寝転ぶ、這う 11 61 
2 またくぐり鬼① 00:01:39 立つ、寝ころぶ、歩く、走る、這う、よける 11 83 
3 またくぐり鬼② 00:02:02 立つ、寝ころぶ、歩く、走る、這う、よける 11 83 
4 ボールを守れ① 00:01:16 走る、持つ、運ぶ、引く 11 77 
5 ボールを守れ② 00:01:14 走る、持つ、運ぶ、引く 11 78 
6 ボールいっぱいゲーム① 00:01:35 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 77 
合計 00:11:19 10 項目 
表 2.指導実践の概要（9 月） 
実施日時 9 月 21 日（木） 10:40〜11：30（50 分） 
実施場所 X 短期大学 体育館 
参加人数 
学生数 2 年生：2 名 1 年生：3 名 合計：5 名 
園児数 男児：12 名 女児：14 名 合計：26 名 
指導計画内容 
活動系統 動きづくり系 鬼ごっこ系 ボールフィーリング系 ゲーム系 
予定時間 10 分 10 分 10 分 10 分 




























表 5.指導実践の概要（10 月） 
6 
 
ム」の心拍データを正確に収集ができなかったため、平均％HR max は未記入とした。 
 
3.11 月の指導実践について(表 8,表 9,表 10) 
 11 月の指導実践では、鬼ごっこ系の「しっぽとり鬼」においてしっぽを取られても活動が継続できる






このように動きの多様さも影響し、平均％HR max が 84％と比較的活動強度が高くなったと考え 
実施日時 10 月 12 日（木） 10:40〜11：30（50 分） 
実施場所 X 短期大学 体育館 
参加人数 
学生数 2 年生：3 名 1 年生：3 名 合計：6 名 
園児数 男児：14 名 女児：13 名 合計：27 名 
指導計画内容 
活動系統 動きづくり系 鬼ごっこ系 ボールフィーリング系 ゲーム系 
予定時間 10 分 10 分 10 分 10 分 


























表 6.指導実践の流れ（10 月） 
時間 内容 時間 内容 
10:40 ・始めの挨拶 10:58 ・おばけ鬼② 
 ・活動説明（なりきりゲーム） 11:00 ・集合、水分補給 
10:41 
・なりきりゲーム① 11:02 ・活動説明（ボール渡しゲーム） 
スキップ、犬になって歩く 11：05 ・チーム分け 
10:42 カエルになってピョンピョン飛ぶ 11:07 ・ボール渡しゲーム① 
10:43 ゴリラになって大きな足で歩く 11:08 ・説明 
10:44 ゾウになってドンドン歩く 11:09 ・ボール渡しゲーム② 
 サルになって素早く動く 11:10 ・説明、水分補給 
10:45 犬になってバックで歩く 11:13 ・集合、活動説明（ゴールあっちこっち） 
 ウサギになってピョンピョン飛ぶ 11:15 ・ゴールあっちこっち① 
10:46 ライオンになってガオーと歩く 11:17 ・集合 
10:47 チーターになって素早く動く 11:20 ・ゴールあっちこっち② 
10:48 ウサギで集合、水分補給 11:22 ・集合 
10:51 ・集合、活動説明（おばけ鬼） 11:24 ・ゴールあっちこっち③ 
10:52 ・鬼決め 11:26 ・集合、水分補給 
10:54 ・おばけ鬼① 11：30 ・最後の挨拶 
10:56 ・集合、鬼の交代   
表 7.指導実践の結果（10 月） 
 活動名 活動時間 活動内で見られた主な基本的な動きの内容 心拍 測定人数 
平均％HR 
max（％） 
1 なりきりゲーム① 00:07:29 立つ、座る、歩く、走る、はねる、跳ぶ、這う 11 80 
2 おばけ鬼① 00:03:43 歩く、走る、よける 11 72 
3 おばけ鬼② 00:02:06 歩く、走る、よける 11 83 
4 ボール渡しゲーム① 00:01:11 走る、持つ、運ぶ − − 
5 ボール渡しゲーム② 00:01:06 走る、持つ、運ぶ − − 
6 ゴールあっちこっち① 00:02:13 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 85 
7 ゴールあっちこっち② 00:02:06 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 83 
8 ゴールあっちこっち③ 00:02:42 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 83 
合計 00:22:36 １１項目   























ム」の心拍データを正確に収集ができなかったため、平均％HR max は未記入とした。 
 
3.11 月の指導実践について(表 8,表 9,表 10) 
 11 月の指導実践では、鬼ごっこ系の「しっぽとり鬼」においてしっぽを取られても活動が継続できる






このように動きの多様さも影響し、平均％HR max が 84％と比較的活動強度が高くなったと考え 
実施日時 10 月 12 日（木） 10:40〜11：30（50 分） 
実施場所 X 短期大学 体育館 
参加人数 
学生数 2 年生：3 名 1 年生：3 名 合計：6 名 
園児数 男児：14 名 女児：13 名 合計：27 名 
指導計画内容 
活動系統 動きづくり系 鬼ごっこ系 ボールフィーリング系 ゲーム系 
予定時間 10 分 10 分 10 分 10 分 


























表 6.指導実践の流れ（10 月） 
時間 内容 時間 内容 
10:40 ・始めの挨拶 10:58 ・おばけ鬼② 
 ・活動説明（なりきりゲーム） 11:00 ・集合、水分補給 
10:41 
・なりきりゲーム① 11:02 ・活動説明（ボール渡しゲーム） 
スキップ、犬になって歩く 11：05 ・チーム分け 
10:42 カエルになってピョンピョン飛ぶ 11:07 ・ボール渡しゲーム① 
10:43 ゴリラになって大きな足で歩く 11:08 ・説明 
10:44 ゾウになってドンドン歩く 11:09 ・ボール渡しゲーム② 
 サルになって素早く動く 11:10 ・説明、水分補給 
10:45 犬になってバックで歩く 11:13 ・集合、活動説明（ゴールあっちこっち） 
 ウサギになってピョンピョン飛ぶ 11:15 ・ゴールあっちこっち① 
10:46 ライオンになってガオーと歩く 11:17 ・集合 
10:47 チーターになって素早く動く 11:20 ・ゴールあっちこっち② 
10:48 ウサギで集合、水分補給 11:22 ・集合 
10:51 ・集合、活動説明（おばけ鬼） 11:24 ・ゴールあっちこっち③ 
10:52 ・鬼決め 11:26 ・集合、水分補給 
10:54 ・おばけ鬼① 11：30 ・最後の挨拶 
10:56 ・集合、鬼の交代   
表 7.指導実践の結果（10 月） 
 活動名 活動時間 活動内で見られた主な基本的な動きの内容 心拍 測定人数 
平均％HR 
max（％） 
1 なりきりゲーム① 00:07:29 立つ、座る、歩く、走る、はねる、跳ぶ、這う 11 80 
2 おばけ鬼① 00:03:43 歩く、走る、よける 11 72 
3 おばけ鬼② 00:02:06 歩く、走る、よける 11 83 
4 ボール渡しゲーム① 00:01:11 走る、持つ、運ぶ − − 
5 ボール渡しゲーム② 00:01:06 走る、持つ、運ぶ − − 
6 ゴールあっちこっち① 00:02:13 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 85 
7 ゴールあっちこっち② 00:02:06 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 83 
8 ゴールあっちこっち③ 00:02:42 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 83 
合計 00:22:36 １１項目   




ム」の心拍データを正確に収集ができなかったため、平均％HR max は未記入とした。 
 
3.11 月の指導実践について(表 8,表 9,表 10) 
 11 月の指導実践では、鬼ごっこ系の「しっぽとり鬼」においてしっぽを取られても活動が継続できる






このように動きの多様さも影響し、平均％HR max が 84％と比較的活動強度が高くなったと考え 
実施日時 10 月 12 日（木） 10:40〜11：30（50 分） 
実施場所 X 短期大学 体育館 
参加人数 
学生数 2 年生：3 名 1 年生：3 名 合計：6 名 
園児数 男児：14 名 女児：13 名 合計：27 名 
指導計画内容 
活動系統 動きづくり系 鬼ごっこ系 ボールフィーリング系 ゲーム系 
予定時間 10 分 10 分 10 分 10 分 


























表 6.指導実践の流れ（10 月） 
時間 内容 時間 内容 
10:40 ・始めの挨拶 10:58 ・おばけ鬼② 
 ・活動説明（なりきりゲーム） 11:00 ・集合、水分補給 
10:41 
・なりきりゲーム① 11:02 ・活動説明（ボール渡しゲーム） 
スキップ、犬になって歩く 11：05 ・チーム分け 
10:42 カエルになってピョンピョン飛ぶ 11:07 ・ボール渡しゲーム① 
10:43 ゴリラになって大きな足で歩く 11:08 ・説明 
10:44 ゾウになってドンドン歩く 11:09 ・ボール渡しゲーム② 
 サルになって素早く動く 11:10 ・説明、水分補給 
10:45 犬になってバックで歩く 11:13 ・集合、活動説明（ゴールあっちこっち） 
 ウサギになってピョンピョン飛ぶ 11:15 ・ゴールあっちこっち① 
10:46 ライオンになってガオーと歩く 11:17 ・集合 
10:47 チーターになって素早く動く 11:20 ・ゴールあっちこっち② 
10:48 ウサギで集合、水分補給 11:22 ・集合 
10:51 ・集合、活動説明（おばけ鬼） 11:24 ・ゴールあっちこっち③ 
10:52 ・鬼決め 11:26 ・集合、水分補給 
10:54 ・おばけ鬼① 11：30 ・最後の挨拶 
10:56 ・集合、鬼の交代   
表 7.指導実践の結果（10 月） 
 活動名 活動時間 活動内で見られた主な基本的な動きの内容 心拍 測定人数 
平均％HR 
max（％） 
1 なりきりゲーム① 00:07:29 立つ、座る、歩く、走る、はねる、跳ぶ、這う 11 80 
2 おばけ鬼① 00:03:43 歩く、走る、よける 11 72 
3 おばけ鬼② 00:02:06 歩く、走る、よける 11 83 
4 ボール渡しゲーム① 00:01:11 走る、持つ、運ぶ − − 
5 ボール渡しゲーム② 00:01:06 走る、持つ、運ぶ − − 
6 ゴールあっちこっち① 00:02:13 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 85 
7 ゴールあっちこっち② 00:02:06 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 83 
8 ゴールあっちこっち③ 00:02:42 歩く、走る、運ぶ、蹴る 11 83 
合計 00:22:36 １１項目   




うえにその他の基本的な動きがほとんど見られなかったため、平均％HR max が 70％と比較的低い結果と
なっていた。活動時間としては「島わたりゲーム」を除き説明に 3 分程度かかっており総活動時間が 18
分 35 秒と短くなっている。 
 





実施日時 11 月 9 日（木） 10:40〜11：30（50 分） 
実施場所 X 短期大学 体育館 
参加人数 
学生数 2 年生：3 名 1 年生：3 名 合計：6 名 
園児数 男児：14 名 女児：14 名 合計：28 名 
指導計画内容 
活動系統 動きづくり系 鬼ごっこ系 ボールフィーリング系 ゲーム系 
予定時間 10 分 10 分 10 分 10 分 






























表 9.指導実践の流れ（11 月） 
時間 内容 時間 内容 
10:45 ・始めの挨拶 11:08 ・しっぽとり鬼② 
 ・活動説明（島わたりゲーム） 11:10 ・集合、水分補給 
10:47 ・島わたりゲーム① 11:13 ・活動説明（ボール into フラフープ） 
10:48 ・島わたりゲーム② 11:16 ・ボール into フラフープ① 
10:52 ・集合 11:19 ・集合、水分補給 
10:54 ・島わたりゲーム③ 11:23 ・活動説明（ゴールあっちこっち 2） 
10:57 ・集合、水分補給 11:26 ・ゴールあっちこっち 2① 
11:00 ・活動説明（しっぽとり鬼） 11:29 ・ゴールあっちこっち 2② 
11:03 ・しっぽとり鬼① 11:31 ・集合 
11:05 ・集合 11:33 ・最後の挨拶 
表 10.指導実践の結果（11 月） 
 活動名 活動時間 活動内で見られた主な基本的な動きの内容 心拍 測定人数 
平均％HR 
max（％） 
1 島わたりゲーム① 00:00:44 走る 12 70 
2 島わたりゲーム② 00:03:54 走る 12 75 
3 島わたりゲーム③ 00:02:51 走る 12 73 
4 しっぽとり鬼① 00:01:47 歩く、走る、よける、持つ 12 84 
5 しっぽとり鬼② 00:02:03 歩く、走る、よける、持つ 12 87 
6 ボール into フラフープ① 00:02:36 歩く、走る、持つ、跳ねる、運ぶ、投げる、転がす 12 84 
7 ゴールあっちこっち 2① 00:03:02 歩く、走る、運ぶ、蹴る 12 75 
8 ゴールあっちこっち 2② 00:01:38 歩く、走る、運ぶ、蹴る 12 79 
















うえにその他の基本的な動きがほとんど見られなかったため、平均％HR max が 70％と比較的低い結果と
なっていた。活動時間としては「島わたりゲーム」を除き説明に 3 分程度かかっており総活動時間が 18
分 35 秒と短くなっている。 
 





実施日時 11 月 9 日（木） 10:40〜11：30（50 分） 
実施場所 X 短期大学 体育館 
参加人数 
学生数 2 年生：3 名 1 年生：3 名 合計：6 名 
園児数 男児：14 名 女児：14 名 合計：28 名 
指導計画内容 
活動系統 動きづくり系 鬼ごっこ系 ボールフィーリング系 ゲーム系 
予定時間 10 分 10 分 10 分 10 分 






























表 9.指導実践の流れ（11 月） 
時間 内容 時間 内容 
10:45 ・始めの挨拶 11:08 ・しっぽとり鬼② 
 ・活動説明（島わたりゲーム） 11:10 ・集合、水分補給 
: 7 島わたりゲーム① :13 活動説明（ボール into フラフープ） 
10:48 島わたりゲーム② 11: 6 ボール into フラフープ① 
10:52 ・集合 11:19 ・集合、水分補給 
:54 ③ 23 活動説明（ゴールあっちこっち 2） 
: 7 、水分補給 26 ゴールあっちこっち 2① 
1:00 活動説明（しっぽとり鬼） 9 ゴールあっちこっち 2② 
1:03 しっぽとり鬼① 31 集合 
11:05 ・集合 11:33 ・最後の挨拶 
表 10.指導実践の結果（11 月） 
 活動名 活動時間 活動内で見られた主な基本的な動きの内容 心拍 測定人数 
平均％HR 
max（％） 
1 島わたりゲーム① 00:00:44 走る 12 70 
2 島わたりゲーム② 00:03:54 走る 12 75 
3 ③ 2 51 3
4 しっぽとり鬼① 1 47 歩く、走る、よける、持つ 84
5 しっぽとり鬼② 03 歩く、走る、よける、持つ 87
6 ボール into フラフープ① 2 36 歩く、走る、持つ 跳ねる、運ぶ、投げる、転がす 
7 ゴールあっちこっち 2① 3 2 く、 、運ぶ、蹴る 75
8 ゴ あっちこっち 2② 1 8 歩く 走る、運ぶ、蹴る 79














の影響もあり平均％HR max が 80％後半とさらに高くなったと推測される。「ドリブルコーン」の活動
ではボールを足でコントロールする必要があり、ゆっくりと移動する子どもが多く見られた。そのため、
移動量が減り平均％HR max が 70％台前半と低くなったと考えられる。ゲーム系の「サッカーゲーム①」
では一つのボールでゲームを行なったためボールに触れない子どもが多く見られた。「サッカーゲーム
②」では予定を変更しボールを複数導入し、ボールに触れられる機会を増やした。その結果、平均％HR max
が 74％から 80％へと上昇した。活動総時間数は 23分 49 秒とこれまでの指導実践のなかで最も長くなっ
た。 
表 12.指導実践の流れ（12 月） 
時間 内容 時間 内容 
10:38 ・始めの挨拶 11:02 ・障害物色鬼③
・活動説明（コーン倒し） 11:05 ・集合、水分補給
10:40 ・コーン倒し① 11:07 ・活動説明（ドリブルコーン）
10:42 ・集合 11:09 ・ドリブルコーン①
10:43 ・コーン倒し② 11:12 ・集合
10:45 ・集合 11:13 ・ドリブルコーン②
10:46 ・コーン倒し③ 11:16 ・集合、水分補給
10:49 ・集合、水分補給 11:20 ・チーム分け、活動説明（サッカーゲーム）
10:53 ・活動説明（障害物色鬼） 11:24 ・サッカーゲーム①
10:55 ・障害物色鬼① 11:25 ・集合
10:57 ・集合 11:26 ・サッカーゲーム②
10:58 ・障害物色鬼② 11:28 ・集合、水分補給
11:0１ ・集合 11:3１ ・最後の挨拶
表 11.指導実践の概要（12 月） 
実施日時 12 月 21 日（木） 10:40〜11：30（50 分） 
実施場所 X 短期大学 体育館 
参加人数 
学生数 2 年生：3 名 1 年生：3 名 合計：6 名 
園児数 男児：14 名 女児：13 名 合計：27 名 
指導計画内容 
活動系統 動きづくり系 鬼ごっこ系 ボールフィーリング系 ゲーム系 
予定時間 10 分 10 分 10 分 10 分 



















































                                                 
7吉村功（2008）「どうやってスポーツの好きな子、得意な子を育てるか」児童心理第 62 巻第 14 号,34-39,金子書房を参照. 
表 13.指導実践の結果（12 月） 
 活動名 活動時間 活動内で見られた主な基本的な動きの内容 心拍 測定人数 
平均％HR 
max（％） 
1 コーン倒し① 00:01:44 走る、押す 12 80 
2 コーン倒し② 00:02:17 立つ、座る、走る、押す 12 86 
3 コーン倒し③ 00:02:47 立つ、座る、走る、押す 12 88 
4 障害物色鬼① 00:01:38 走る、跳ぶ、よける 12 88 
5 障害物色鬼② 00:03:02 走る、跳ぶ、よける 12 74 
6 障害物色鬼③ 00:02:31 走る、跳ぶ、よける 12 74 
7 ドリブルコーン① 00:02:59 歩く、走る、よける、持つ、運ぶ、蹴る 12 74 
8 ドリブルコーン② 00:03:08 歩く、走る、よける、持つ、運ぶ、蹴る 12 71 
9 サッカーゲーム① 00:01:46 歩く、走る、よける、運ぶ、蹴る 12 74 
10 サッカーゲーム② 00:01:57 歩く、走る、よける、運ぶ、蹴る 12 80 
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適切な時期とは」児童心理第 62 巻第 14 号 ,30-33, 金子書房を参照 .
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の立場に置き、そのことを保育者が常に意識しながら活動を展開する力を育まなければならない。
幼児期の運動遊びはその活動をサポートする大人の影響を強く受ける。保育現場であれば保育者の
影響を強く受けるのである。その保育者が運動する意義を見出せているかはとても重要となる。吉
田・岩崎（2012）は「専門的な運動指導者が提案した遊びがその時間だけの活動ではなく、日常の保
育の中で何度も繰り返して行われてこそ子どもの遊びといえる」としており、さらに「日々の保育で
子どもの様子や興味に即して運動指導の時間計画を立てることも必要」と指摘している9。とりあえ
ず身体を動かせば良い、専門の指導者に任せれば良いという考え方ではなく、日常生活における子ど
もの状況を把握した保育者が子どもの状況に沿った活動を計画し展開するからこそ、運動遊びとして
の意義が成立する。この指導実践の取り組みは目先の運動指導を展開する力の獲得にとどまらず、子
どもにとっての運動遊びにどのような意義があり、それを達成するために保育者はどのような力を身
につける必要があるのかを学生に伝えていくことも必要であろう。
Ⅴ．参考文献
1.… 杉原隆（2008）「運動発達を阻害する運動指導」幼児の教育107巻２号,16-22,日本幼稚園協会.
2.… 中村和彦・長野康平（2011）「幼少期の運動経験の持ち越しに関する研究」山梨大学教育人間科
学部紀要,13,67-74.
3.… 西野明（2008）「運動・スポーツを始めるのに適切な時期とは」児童心理第62巻第14号,30-33,
金子書房.
4.… 吉田伊津美・杉原隆・森司郎（2007）「幼稚園における健康・体力づくりの意識と運動指導の実
態」東京学芸大学紀要…総合教育科学系,58,75-80.
5.… 吉田伊津美・岩崎洋子（2012）「幼稚園位おける運動指導の実態と教員の運動指導に対する意識
−国立幼稚園と私立幼稚園との比較−」東京学芸大学紀要総合教育科学系,63（1）,107-113.
6.… 吉田伊津美・岩崎洋子（2014）「園での運動遊び指導と運動遊び指導に対する幼稚園教諭の認識
−園での運動遊び指導に対する満足度と技術指導志向からの検討−」発育発達研究,64,18-24.…
7.… 吉村功（2008）「どうやってスポーツの好きな子、得意な子を育てるか」児童心理第62巻第14
号,34-39,金子書房.
8.… 幼児期運動指針策定員会（2012）「幼児期運動指針ガイドブック～毎日、楽しく体を動かすため
に～」文部科学省.
9吉田らは運動指導や運動遊びを運動指導者だけに任せて丸投げしてしまうのではなく,運動指導者と保育者が
連携し保育に生かす形で取り入れていくことが望ましいとしている .詳細は吉田伊津美・岩崎洋子（2012）「幼
稚園位おける運動指導の実態と教員の運動指導に対する意識−国立幼稚園と私立幼稚園との比較−」東京学芸
大学紀要総合教育科学系 ,63（1）,107-113 を参照
